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オーストラリア金融政策（2022年9月）
4会合連続で0.5％ポイントの利上げ

1/1

2022年9月6日

（出所）豪州統計局、RBA

（2016年1月初～2022年9月6日）

豪州の失業率と消費者物価指数

（％）

次回理事会では利上げ幅が縮小するか否かが焦点に

RBA（豪州準備銀行）は9月6日（現地、以下同様）の理事会で、市場予想通り政策金利を1.85％から

2.35％へ、0.5％ポイント引き上げることを決定しました。利上げは今年5月から5会合連続で、0.5％ポ

イントの利上げは4会合連続になります。声明文の内容も前回から大きな変化がなく、発表後の市場の反

応は限定的でした。

今後の方針については、前回と同じく、向こう数カ月にわたって利上げを続ける姿勢が示されたものの、

どのようなペースでどこまで利上げするかはあらかじめ決まっておらず、今後得られるデータやRBAの物

価・雇用の見通しに依存するとの見解が述べられました。その物価・雇用の見通しも前回のものを踏襲し

ており、消費者物価指数（前年同期比）は直近4-6月期の+6.1％から今年の10-12月期には+7.75％へ加

速した後、2024年末にかけてインフレ目標のレンジ（2～3％）上限である3％まで鈍化する予想です。ま

た、失業率は今後数カ月で一段と低下した後、経済の減速に沿っていくらか上昇する予想になっています。

市場では、次回理事会（10月4日）でも0.5％ポイントの利上げが続くとの見方と、0.25％ポイントに

縮小するとの見方で分かれています。労働市場は引き続き力強く、インフレ上振れが長期化する見通しで

あることから、当社は次回理事会でも0.5％ポイントの利上げが決定される可能性が高いとみています。

もっとも、状況は流動的であるため、関連する経済指標などを注視していく必要がありそうです。

豪州の金利と為替

（出所）ブルームバーグ

（失業率：2006年1月～2022年7月）
（消費者物価指数：2006年1-3月期～2022年4-6月期）（％）

※政策金利は決定日ベース、10年国債利回りと豪ドル円は2022
年9月5日まで

（円/豪ドル）
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※予想は2022年8月5日公表の金融政策報告書に基づく（2022
年10-12月期～2024年10-12月期）
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